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・鐵 と 鋼 　第 27 イ｝三 　第 7 號

場 合 或 は燒戻温度 が 低 い 場合 ic　・・ッ ケ ル ・ク ロ ム 鋼 に 於け

る 海綿鐵の 優秀 i物 ジ ー
暦顯著で あ るが 良 く此 間の 事 を物語

る もの と 思ふ ，’

最後 rc本研究 の 範鬩内 で は海綿鐡 を辮造用炭素鋼 原料 と

し て 使用 し て も餘 夢優秀性 を期待畠來な い 事 が 了解 せ られ

る．但工 具鋼熱 刄物 ，
バ ネ材 ， 電磁氣材料 ， 熔接材料等

構造用以外 の 「酌 に 使用 さ る 可 き鋼 種 に あ りて は特殊の 性

質 を極Ut　l　 −pt求す る もの な るが 故 に海綿鐵 を使用 す る 事 に

よ り一＝ re優秀 な る 性質 を有す る 鋼 が 得 られ る と考 へ られ ・

こ の 方 面 へ の 研 究 が 海綿鐵 を炭素鋼 に 使用 す る 場 合殘 され

た 唯
一・の 且 興 味 あ る 問題 で あ る・之 を要す る に 今 日迄の 研

究 に よれ ば 本溪湖製海綿鐵 を以 て 普通 の 構造用炭素鋼 を造

る も餘 り大 な る優秀｛生は期待出凍な く．て 強靱特殊釧 に 要求

さ るべ き性質 が 非常に 難 しい や うな鋼種 を本溪湖製海綿鐵

を以 て 造 る場合 そ の 優秀 性が 最 も大 き く現れ る と云 ふ 岩瀬

博士 の 読を完全 に 裏書す る もの で あ る．

XIV 、 總 括

　：D 純 度高 き本溪湖製海綿鐵或 は 屑鐵 を夫 々 原 料 とせ る

炭素鋼 を巌素量 0’15〜1’18％ の 範圍 の もの 數種 づ 遊 高

周波爐 に よっ て 同
一

條件 の もと に 熔製 し
，

』
燒鈍 欣態，セ メ

　ン タ！f　トf表」伏化欺態 ，　燒 入爿犬態或 1ま 450 °

或は 650°

に 燒

戻 し調質 せ る場合 に つ き 兩鋼種 の 機械 的性質そ の 他 を比較

檢討 し た．

　 2） 純度高き 本溪湖 製海綿鐵を原料 とせ る 鋼は

　　　イ
，

Cte　
・v の 結 晶粒 の 大 き さ大 な る こ と・

　　　ロ
，

Ct87 の 變態速度大 な る こ L ．　　 ，

　　 へ α 1
・
／ va於け る 諸元素の 壙散速度大 な る こ と・

　　　  析出相 の 凝結性強 き こ と．

　な る 4 特性 を有す る事 を指摘 し海綿鐵1京料 の 鋼 の 機械的性

質 の 異常性 は總べ て 之等 4特殊 陸に 原因す る結果な る事を
．

　
’
諡明 した．

　　3） 本試驗範圍 （0ユ5〜1’2 ％ 0） の 炭素鋼 に 於 て は そ

の 熱處理 をPtkk變へ る も灘 讖 製と屑鐡製 の 鋼 の 機械的

性質 に 殆 ど差が な い ．こ の 點 は數十 パ ーセ ン Fの 海綿鐵 を

屑鐵 に 棍 ぜ て さ へ も優秀な る鋼が 出來 る と稱 す る多 くの 文 ．

　獻 と全 く反對の 結果 と なっ た の で あ る が 悪 い 屑鐓と の 比較

　な らば い ざ知 らす處女鏃 と非處女鐵 と に 關す る 限 り本研 究

　の 結果 は 充分 に 正 し い もの と考△ られ る，（第 9 圃參照 ）

，　 4 ） 炭素鋼原料 と して 本溪湖製海綿鐵を使用 せ る ときの

　意義並 に こ の 海綿鐡の 優秀性が 強 く發揮 せ し め らる べ き方

　向 を明か に した ．　 　
・

一■鴫Lrt、

4；L 、

大野式 コ ー ク ス 爐の 着想經緯と その 機能

（日本 鐵 鋼協 會 昭 和 15 年 度第 8 囘講演 會講 演， 昭 16．2．27）
ト

大 野 宏
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1・ 本邦に於け る副産物捕集式

　　　 コ
ークス爐の 沿革

　　　 INVE メTIOR 　OF 　THE
‘‘0醤O　

P
　SYSTEM 　COKE 　FUR ）
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，
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the 　heatihg　flue　With　the 　peeuperating 　chamber ； jmp ∬ ）ved 皿 ｛l　stronger 　strueture 　ef　the 　r
『
cupera もing

cha ．n ユber； easc 　in　the　cont ．rQ 童Q匠pvoper 　heating　temperatures 　in　aceorda 皿 ce　with 　もhe　widt
，h　of　the

fu　rnaee ｝ 缶he　lea戚 freedom　fro皿 the　pa 日s　resistance 　of　the 　heating　or　exbaust 　gases ；　and 　jncrea6ed

heat　eficiency 　of 　the 　reguperating 　chamber ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た る は ， 明 治 31 年大阪舍密株式會社力泊 耳義よ b ソ ル ベ

本邦 に 於て 副産物捕集式 コ ftグ ス 櫨 の 最初 に 建設せ られ

ずき ．日 鐵 八 幡製蜘 沂製銑 部　　　　　 ．

一式餘熱式 コ ーク ス 爐 を輸 入 し ， 次 で 三菱牧山、コ ー
ク ス 製

造所及 び 八幡製鐵所 に 採用 した・

　 ソ ル ベ ー式爐 は ， 炭化室 を加熱す、る 燃燒室 が 水亭焔道式

で あ っ たが ， 大 正 2年東京 ガ ス 及 び 三 池 に ，大 正 3年八 幡製

一 46 一

’幽

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



The Iron and Steel Institute of Japan (ISIJ)

NII-Electronic Library Service

The 　工ron 　and 　Steel 　工nstitute 　of 　Japan 　（工S 工 J ｝ 蕁
潭．

轟
　
　
　

箋

厂、
り・r3

r
ん

大 野 式 コーク ス 燼 の 着 想 糎 緯 と モ
凵
の 機 能 487

「
イ

帥

ヒ

k ・

  卍
｝・〆
ノ

絵 ・

鐡所 に 垂 直加熱焔道 を持 づ コ
ツ

． ：一．Z 式 コ ーク ス 爐 の 建設

をな し， 我國 コー
ク ス 製造 に 劃期的 の 發展動 向を呈 す る に

到 つ た ．　
’
　　 ．

重工 業 に 密攤 る 關係あ る コ ーク 幻 ：業 は ， 第 i次 歐洲

大戰前後 よ 唸 灘 る 勃歟 來 し・剩餘ガ ス 移 量 に 得 る

熱效率 の 高 き翻 式 ・ 一ク 礁 が甦 せ られ誘 正 5午八
．

幡製漸 に 製銑製鋼設備 の 大羈 ヒの 確定を見 る暾 び是れ

に 件 ふ 』一
ク ス 爐 を建設す る機會k際會 し

，
日本製鐵充取

締役黒 田泰造氏 は ， 現今 の 世 界 コ ーク ス 爐 と し て 其 の 優秀

を誇るオ ツ ト
ー式 コ ー

ク ス 爐の 持 づ ヘヤ ーピ ン 式燃燒焔道

の 發明 を， 殆どx ッ ．1・　一式 と東西時 を同 じくし て 大 正 5 年

創造特許 の 出願 を取し， 大 正 7年西部合同 ガ ス 及び大 正 g．
年 に 八 幡製鏃所 に 呱 々 の 聲を擧げた ．そ の 後岡本式 ，

三 池

式等の 本邦人 の 發明 に繋る コ
ー

ク ス 爐 吟相次 い で 實施せ ら

れ藻 爐用材 の 發達 ， 附屬設備 の 鰭 等 よ り我 國獨特 の 發

逹 を遽げ ， 斯界 に 貢獻す る 所多大 な る もの が あ る．又 こ の

當時米國 の ウ ヰ ル プ
ッ

ト式
一
＝
一

ク ス 爐 が 三菱景二浦製鏃所

に 輸入 せ られ た る も1 こ の 時代 に 注目 を牽 きた る もの で あ

る・獨逸 ・
・ ！

・一．ス 鮒 で は ，
1911 年 （明治 44 年 ） 高

爐 ガ ス N は コ ー
ク ス 爐 ガ ス 何 れ に て も加熱 し得 る所 謂複式

・ 一
躯 爐 の 齢 砿 し・讎 倖の ガ ス を以 て コ 冖ク

裸
造 に 成功 し 疫 もの で あ る が ， 我國で は昭 和 2年 八 幡製鐓所

の 洞岡の 製銑設備の 建設 に 當 り， 躍進的 發展す る製鐵事業

に ， 銑鋼
二
貫作業 に 依 う熱經濟 が 提唱せ ら る N に 及び ， 高

爐 ガ ス を以 て コ ー
ク ス 燼を加熱 し， ．コL ク ス 爐 ガ ス を製鋼

設備に 利用 を計 る計霊 の 機蓮 に 到達 し ，
こ れ を契機 と して

黒佃式 コ
ー

ク ス 爐 を複式となす設計に 着手 し
， 昭和 5 年 3

月作業 の 開始 を見 た の は こ れ我國複式 コ ー
ク ス 爐の 嚆矢 で

あ っ た．次 い で 釜 石 製鐵所に 出現 し た複式釜石式
』
コ 」 ク ス

爐 も見 逃 せ な い 發展 の 過 程 で あ る 、

　か くて 我 重工 業 の 飛躍的脹膨擴大す る に 件ひ ， 黒 田式 コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

冖ク ス 爐 は 幾多 の 改造考案 を加 へ 日 鐵八 幡 ， 釜 石 ， 輪西 ，

兼 二 浦 ， 日本鋼管， 佳友化學， 中 由 製鋼 と相 次 い で 新設墫

設 の 隆盛 を途 げ た，

　此 の 間複式爐 と して 我 國に 外國爐式 の 進出は， 大阪舍密

に 白耳義の ピ エ
ッ
・ト式を入れ，更 に 昭和製鋼所 が獨逸 の オ

ッ ト
ー
式最 新式爐 を昭 和 8年建設 に着手 し ， 昭和 11 年作

業 を開始 し， 京濱 コ ー
ク ス 會瓧 は コ t

コ
パ ー

ス 式複式 サ
ー

キ

“ レ イ シ ．y 爐 を昭 和 11 年着工 ；昭禾012 年 10 月火 入

れ を なす等互 に そ の 特 長 を競ひ
， 我國 コ ーク ス ニ〔業界 に

一

大刺韓を與 へ た・

　　筆者 は 昭和 8年海外 に 派遣 を命ぜ られ，歐米 ti　一ク ス 工

　業 の 状況 を視察 し 各種樣式 の コ
ー

ク k 爐 の 調査 を しだ魁

　 ヘ ヤ ピ シ式燃燒焔遘は自他共 に そ の 優秀 性を認め る もの で

　 あ っ て ，、是れ が 本邦 に於 い て 獨創せ られ發達 を途 げた る も

の で あ る がetva・是 れを助長 しでか くの 亥睦 外國臚式の 進

．出に 對 し遜色なか ら しむ る要 を痛感し 1

’
鏡意改良考案に 腐

　心 し昭和 1．σ年特許の 出願 を な し ， 昭7trfll年八幡製鐵所

　洞岡 の 製銑設備 の 増設 を機會に 上 司 の 英斷に依
「
の築造 に着

　手 し， 昭和 13 年 10 月作業 開始 の 運び となっ た．績 い て

　日鐵大擴張 に 依 り羣石 ， 輪西 ， 廣却1， 清津 の 新設 に 叉 日鐵

　外 に は尼崎製鋤 東京 ガ ス
， 大阪 ガ ス 等 に も採用 せ ら る X

　 k 至 つ た，

　　か くて 本考案爐
1
と相並 ん で 各爐そ の 優秀な る 特長 を發折1

　 し
， 黒 田式複式爐 は 日本鋼管，中山製鋼 の 墸設 に

，
オ ッ ト

　 ー式爐 は 昭和製 鋼 の 檜設 ， 日本化成 ， 禪戸 ガ ス
， 東邦ガ ス

　本 溪湖 煤 鐵 公 司 rt 北 海道人 造 石 油等 に， コ
ッ

パ ース 式 サ ー

　 キ ＝レ イ シ ヨ ン 爐 は東洋高壓 に ， 偉 容を誇 り毀賑 な る 現況

　 を呈す る 欺況 で ある ．

　　　 II． 本邦に建設の コ ーケス 爐構造の 變邏

　　蓄熱式 コ ”一ク ス 爐 の 機能 は大儺 3分 す る事 が 出來 る ．皀口

　ち 上 牛部 の 加熱用燃燒 室 を 備へ る 石 炭 を 詰 め 込 む 炭化室

　と ， 下 牟部あ燃燒 ガ ス の 有す る 熱を加熱甫ガ X 及 び 室氣 に

　
’
與 へ る蓄熱室 と，更 に 此 の 蓄熱室の 良結果 を擧げ有效に 炭

　化室 を均
一

加熱の 目的 を逹 せ し む る に 重 大 な る關係 あ る燃

　燒室 と，蓄熱室 との 蓮絡方塗との 3 部 で あ る ．こ れ等 は コ

　 ーク ス 爐 の 優劣 を決す る 極め七緊要 な る 要素で あ る，

　　單式 コ ークス 爐　垂 直加熱燃燒焔道を備ふ る蓄熱式 r − ．

　 ク ス 爐 と して 最初 に 輸入 した コ
ッ

パ ース 式 コ ーク ス 爐 （第

．．1 圖 ）は燃燒ガ ス の ．ヒ昇焔道 と， 降 ド焔道 とを爐長 の 中央

　 で 2 つ に 區分 し 7 こ の 各區分 に 對應 して 蓄熱室 も供給室氣
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　’

　 の 豫熱室 と廢ガ ス の 吸熱室 と に 2分 せ られ，廢ガ ス の 排

　出が 蓄熱室下 の 2 つ
ρ焔道 中常に交互 に 二 つ ξ）煙道 の み に。、

　導 か れ る所謂片引式で あ る．本爐は爐の 兩端に從ひ 中央部

　に 比較 して 媼度上昇ぜざ る缺陷が あ り， 蓄熱 で 加熱せ らる

　 L 室氣 は 温度高 き 中 央 の 燃燒 焔道 に 進 む 傾 向 を探 り， 從 て

　蓄熱室内の 室 氣 及 び 燃燒 廢 ガ ス も圖 示 す る 如 き進 路 を經 て

　不 均
一・

な る 流動が 想像せ らる k もの で あ る．而 し て 1爐 の

　 容量 も裝 入炭約 6t 内外，．炭化時間 28〜 30h を要す る も

　の で あ g た ．八 幡製鐵所 に 建設 し た 最初 の 黒 田式單式 コ ー

　 ク ス 爐 （第 2　pm　）．は，そ の 加熱燃燒焔道 が 燃燒 ガ ス 上昇蛛
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、5 （蔘
　　鐓 と 鋼 　第 ．27 ‘

「皇 　第 7 號

餌
〆

　 興 1：つtk
　
tt
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渓

／
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道 と降下焔道 とを 1組 とす る十數組 を爐長 に 添 ひ て 設 け

た る所 謂ヘヤ ピ ン 式焔道で ， 本式の 加禦囀 長 に 依 り炭化

時聞 を短縮 し ， 裝 入炭 10t で 241乙 内外 で 燒成し得 る 良

果 を學 げ ， 膿田式 コ ーク ス 爐 は コ ツ パ ース 式爐 を凌駕 し

て 建設爐數を増加し た ．

　然 し なが ら初期 の 黒 田式 コ ーク ス 爐は ， そ の 燃燒室 の

構i造 と し て は 現今徇追從す る もの な き測期的發明 で あ る

が ， そ の 機能 を充分 に發 揮せ しむ る他 の 部分 の 構造 は，
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　　　第　3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 空

單 式 コツ パ ー ス 式 爐 （舊 式）

第 2 国 　　單 式 黒 田 式 爐 （舊 式 ）

そ の 當 時 の 設 計 者 の 經験 か ら止 む を得 なか っ た もの で あ る

と思 は る 」が ， 甚だ 見 劣 りの す る不均衡 な もの で あ る ．燃

燒室 て 燃燒 した 廢 ガ ス は ， 各燃燒焔道 よ ）1　fi．。i底下 の 水罕焔

道 に 集 り水罕 に 走 りそ の 一端 に あ る 引落 口 よ り蓄熱圭 に 入

り， 水 ヱFに 通 過 せ し めて 煙突 に 排出さす ，

　長 き距離 に 滿 した る 格子煉瓦内を水甼方 向 に通 過 さす 構

造 と な した る は，大體圖示 す る 如 き不 均
一

な る流動を な し

相當 の デ ツ ドス ペ イ ス が想像サ らる．故 に 蓄熱室内の 廢熱

囘 牧 惡し く高褞度 の ま N 煙突 に 逸散 し
， 且長 き遞路 の 抵抗

も大 で
， 今 日 よ り考 へ る時は甚だ考慮の 到 らなか っ た憾み

が感ぜ られ る．

　最 二 浦製鐵所 に 輸入 した單式 ウヰ ル プ
ッ ト式爐（第 3 圖 ）

は， その 蓄熱室 に 特長 が あ る．即ち蓄熱室内 は氣體 の 上 下

　複式 コ ー
クス 爐

）「時代 の 進展に拌ひ 複式 コ ー
ク ス 爐 が 要講せ られ ， 黒 田式

單式コ
ー

ク ス 爐 の ヘ ヤ ピ ン 式焔道 に 對 し複式とす る vaは如

何 な る蓄熱室 とす る か，又購者 間の 連絡等 に 就 き 考案した

結果 （ee　6 圖 〕， 杢氣及 び 貧 ガ ス 豫熱室 と燃燒廢 ガ ス を通す

吸熱室 と を ， 爐 の 長 さ 方向 に 直角な る 仕切壁 を室 の 中央 に

設 け片 引式 を探 り，
ヘ ヤ ピ ン 式焔道 と兩蓄熱室 との 迚絡 に

水甼式共慂焔道を設 け る 事 と した 特 に 炭化室の 兩側 を加

熱す る 燃燒室 は ， 各側 駢 々 に 加熱 を調節す る 目的 で 貧 ガ ス

及 び 室氣は ， 蓄熱窒の 中央 を爐 の 長 さ の 方向 に 『〜
行す る壁

で仕切 り， 水 丁焔道 で は室氣 は構造上 自 ら炭化董 の 爾側 の

燃燒室 へ 連絡す る 如 く分離す る事が 出來た が
， 貧ガ ス の 通

路 は 蓄熱室と 同樣同
一

方向 の 隔壁で 仕 切 る こ と S し た．

一 48 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ス
圖 　 　 單 式 ウ ヰ ル プ ッ ト 式 爐

流動 を完全 な ら しむ る 爲 に ，蓄熱室 を 各燃燒焔

道毎 に 隔壁 に て 仕切 り，室氣は そ の 仕切 られ た

る各 々 に 自然通風 に 依 らす壓途風 し ， 蓄熱室 は

效牽良好 な る を認 め ら る N カ  鱧 室 が コ
ッ

ノ く

一ス 式 と何等 の 相違す る所 な く均 r 加熱 に 不充

分 な る缺 陷を想像 し彳尋る，

　 八 幡製鐵所 東田第八 コ ー
ク ス 爐 の 改造期 に當

り， 第 2圃 の 構造 を第 4 圖 の 如 く水干焔道 を廢

し
， 撚燒室 へ 給排す る室氣及 び燃燒廢ガ ス は ，

蓄熱蜜 の椿子煉 瓦 間 を竪 に 縫 つ て 上 下 し 丁 是れ

を蓄熱室の 底部 に 設 け た る 水 準 溝道 に 集 めて 一

端 の 排 出
’
P よ り排 出す る 如 くし た爲 め に

， 在來

よ り熱效率 を塘 し 廢氣 の 温度は降下 したが，そ

の 排出 口 が一端 に あ る爲 め に ， 圖示 す る 如 きデ

ッ ド 気 ペ イ ス は発 れ 難 い ，

　 本溪湖煤鐵公司 で 相良春一
氏 は，　lv 更 に 改良 し

て 排氣 の 排出を兩 引式 に な す試み に よ 1） （第 5

鬪 ） tF示す如 き爾引 々 違 ひ をなす考案 を實施 し

釜 々 好県 を得 て
， 蓄 熱室 の 鋳造改良 に 一毅の 進

歩 を齎 した，

　　　　昭和 2 年 八 幡製鐵所洞岡擴張計畫 に當

一・L −．

b

久
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〆
ダ
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第　4　圜 單式 黒 田 式 蓄熱室 の 改 造 圖 （其 】）

．、、　　　　　　　　 （垂 直邇 過片 引 式 ）

第　5 　圃 軍式 黒 田式 蓄熱室の 改 造 圖 （其 2）

　　　　　　　　　　　兩 引 々 違式
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廴
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　　　　　　 第 6 固 　 複 式 黒 田 式 爐

（第 6 圖 ） 然る ヒ操業の 結果 よ り觀察す る に ， 水千焔道 の

影纏と蓄熱室 の 構造 よ り生する缺陥と見徹 さ る 瓦ガ ス 體 の

流動 に 及 ぼ す通路 の 多大 な る抵抗 が 認 め られ ， その 後建設

した東田 第 7 コ ーク ス 壙 で は （第 7 圖），第 6 圖 の 水平 焔道

蓼び 蓄熱室 を爐 の 長 さ の 方向 に 2 分 す る 隔壁 を除 き
， 水

ZP

焔道 の 斷面積 を増 し て 掻抗 を減 じ， 蓄熱室内へ の ガ ス 體 の

分布を良軒な ら し む る 如 くに ， 格 子 煉瓦 の 積 み 方 に 工 夫 を

講 じた （第 7 圖）．

董 ア 蜜
氣　 7・　 氣

　 大阪舍密に輸入 した複式 ビ エ ツ F式爐 （第

8 圖）は ，
h ツ パ t・一ス 式の 如 き燃燒室 と し；

　ζ れ に 富ガ ス 供給方法 に 考案 を凝 し た もの

ぞ
， 富ガ ス を供給す る ガ ス ダ ク トを數個 の 撚

燒焔道毎 に 別 々 に 連絡 し
， そρ燃隣焔道 へ は

外部 よ り富 ガ ス を自由 に 調篩加減 し 得 る 如 く

な し 吏 に 爐頂 め共通水平焔道 に も供給す る も

の で あ る，貧 ガ ス 加熱の 際 は ， 蓄熱室 は 炭化

室 と直角 の 方向 に 爐 團全 長 に 亙 る 4 本 の 貧 ガ

　ス
， 杢粂1， 燃 ：燒廢塑ス 用 声設けてあ る ．然 し

な が 礁 の 容量 を胤 雄 雌 純 て は水
ZF

焔道 の 存在 ， 蓄熱室 及 び燃燒室等の 離 に 尚

研 究 を要 す る 點 が 考 へ られ る ．新式 ピ エ
ッ ト

式爐 は水手焔道 を除 き ， 蓄熱室 に 大 改 造 を加

へ たるは 蓋 し當然 な り一と 思 ふ ・

　 釜石製鐵所 （當時 の 三 井鑛山 ）に 考案設立

し た釜石 式 コ ーク ス 爐 （第 9．圖） は ， 在來の

コ
。 パ ース 式が そ の 燃燒室を ， 燃燒 ガ ス の 上

昇側 と降下側に 2 區分 し ic　1組 と しfcる もの

’
を 8毆 し；そ

’
の 2區分 観 緯 する 嬾 を

設 け 1 各組 の 撚燒焔道 に て 燃燒ガ ス が 上 昇及

．び降下 を交互 た な す．蓄熱室 も燃燒焔道 の 各

區分 に 對應 して 給熱或は放熱せ しむ る如 く 8

傴 分 し
， 其 の 目的 はヘヤ ピ ン 撚燒焔道 に そ の

特長 を近 づ け；蓄熱室は ガ ス 體 の 垂 直上下 を

なす 如 くし 效率増進 を計 り， 水
ZF 焔道 に 基 く

抵抗 も減す る 着 想 で あ る が 」

L
蓄熱室 底部 の 給

排 口 に 可 な りの 無 理 が 想 像 せ ら る N ．叉 蓄熱

室 の 熱效摩 に 就 て の 苦心 の 跡 を窺 ふ 事 が 出來

るが ， 貧ガ ス 使用 の 場合， 正 反對 の 方向 re流

動す る 豫熱 と吸熱室 と が狹 い 煉 瓦 壁 で 仕切 ら

れ る 爲に ，吸熱室 の 張 き負墜で 仕切 壁 の 龜裂

を通 し ， 貧ガ ス 及 び空氣は燃燒室 に 行かす豫

熱室よ り吸熱室 へ 直接 に 吸 込 まれ ， 撚燒室で の 加熱に 不充

分 を生 す る の み な らす ， 爆稜 の 原因 と もな る危險の 虞れ が

あ る．、

　八幡製鐵所洞岡 第 3
， 第 4 コ ークス 爐 （第 10 圖 ） は既

設 の 爐 の 經驗 よ F），ガ ス 體逋 路 の 抵抗減少 と蓄熱室 内の ガ

ス 體 の 流通 と に 更 に 改造 をな し た．皀防 垂直加熱焔道の 數

が 在來は 30 焔道 （15 組 ） で あ つ た の を，同
一

爐 長 に 鋤

し 26 焔道 （13 組）に 減 じ， 爐 の 中心 距離 が 1
，
100mm を

一 49 一
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1，150照 児 に 廣め て 水準焔道の 斷面積 を増し ，

可及的 に抵抗 を尠 な くす る工 夫 をな し ， 蓄熱

室 1まガ ス 體 を極 力上 下垂直 に 且均一
に 分 布せ

し む る 爲 に
， 貧ガ ス

， 室氣の 供給及 び廢ガ ス

の 排出を外部 よ り自由 に 調節 し得 る 如 く， 蓄

熱室 の 下 に 地 下 室 を設け，ノi
’
引式雛造 よ り想

像せ ら る L 蓄熱室 の 木均
一

通過 の 缺 を補ひ て

熱致牽 の 檜進 を計 つ た もの で あ る．

IIL　近 代歐米爐式の 現況

ll
饕
「
．

野灘

第 鱒 圖　　 複 式 黒 田 式 盟 （改 這 其 2）

瀰

◎6

翦
｝

鑢

一 50 一

　か くの 如 く幾多 の 辛酸努力 に 依 る 經驗 と研

究 と に よ り，爐 の 加熱方法，熱效率 の 改 善 を

計 る と共 に爐 の 容量 も，15t 内殊 　炭化時 間

16〜 18h へ と躍進的進歩 を な しつ 曳 あ る我

國 コ ーク ス 製遊界 に ， 歐米 ＝・　一一ク ス エ 業界 に

錚 肉 た る オ ツ トー式複式爐及 び コ ツ パ ー
ス 式

複式 サ ーキ ＝レ イ シ ヨ ン 爐が輸入せ られた る

は ， 本邦斯界 に 多大 の 關 心 を惹起 し た もの で

あ る．

　歐米 の 現今 ＝ − fiス 製造爐 に 幾多 の 發明せ

られ た る 型 式 が あ る が 、其 の 主な る もの は米

國 ベ
ッ カ ース 式 ，

ウ ヰ ル プ ツ ト式等 ， 英國 ナ

イ モ ン カ ーブ式，コ
ヅ

ペ ー式，シ ン プ レ
ツ ク

ス 式等 ， 獨逸 コ
ッ

パ ース 式サ ーキ ユ レ イ シ ヨ

ン 爐 オ t
） トー式，カ ール ス チ ル 式 ，

ピ ン ゼ

ル マ ン 式 ，
コ リ ン 式，コ ガ ク 式 ， ル コ

ッ ク 式

等 ， 白耳義 ソ ル ペ ー式 ，
ピ エ

ッ ト式等で こ れ

等 の 内最 もEL秀 を誇如且 多 數探i用 せ られ て ゐ

る ゴ
。

パ ース 式 サ ーキ ＝
レ イ シ 。 ン 爐 ，

オ
ッ

トー式鯰 べ
。 か ス 式爐 の 構造 k就 き大略

を逋 べ る事 とす る．

　複式 コ ッ
パ ース 乖サ ーキ ュ レ イ シ ョ ン爐

（第 11 圖） 炭化蚩 を加熱す る燃燒室は，
ヘ

ヤ ビ ン 式焔道 を取 入 れ ， 燃燒焔道 の 下端を相

共通す る 如 くな し ， 降下 す る燃燒廢ガ ス の
一一

部 を高温度の 儘 再 び 燃擁 上昇 焔道 に 廻 して 循

環す る如 くした もの で ，こ の 方法 は燼内と爐

長 が制限せ ら る N の で ， 容量の 塘大 を高 螽 に

求 める 餌 向 に 對 し高 き淡化室の 上下 の 均 一加

熱 をな す爲 で
，

こ の 循環靺燒廢ガ ス に 蟹 ち燃

繞速襃を遲 らせ
， 加熱焔を長 くす る同的 で へ

’

　
．
h
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、第 li 圖　複式 コ
ツ ．パ ース サ ーキ ュ レ ーシ ・ン 蘆

ぬ

　 厥 ガ ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 力
尸
空

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ス氣

　　　　　剃 2 圜 複 式 才 ツ
E

レ 式 ms ・ 　 ．

ヤ ピ ン 焔道 に 考業 を加へ た もの で あ る ．爐 の 蓄熱室 は水 凖

焔道 に て 蓮絡せ る在來通 りの 片引式で あ り，
ヘ ヤ ピン 式及

び水 平焔道に よ る 連絡 をな し た る は多少の 構造上 に 相違 は

あ る が ， 複式黒田式爐 と其 の 主旨は同
一

で あ る．

　ホ コ トー式複式爐 （第 12 圖 ） オ
ッ ］・　・一式爐は富ガ ス ヵ口

熱 の 際は ， 富 ガ ス を蓄熱室下 の 地下室 より蓄熱室 の 壁 を貫
・

通 し て
，

ヘ ヤ ピ ン 焔道 に 各々 單獨 に 供給し ， 是が調節を各

燃燒焔道毎 に 地 下室 で 加減 し得る もの で あ る．貧 ガ ス 加熱

の 場合は蓄熱室は炭化室の 長 さ の 方向に ZF 行 す る 幅狹 き長

壁 で ， 貧ガ ス 豫熱室 を2 室又 は 1室 と ， 室氣豫熱室 を 1皇

と に 區劃 し た もの で あ っ て ， 燃燒焔道 と蓄熱窒 と の 逕絡 は

蓄熱室が 相共通 し て 何れ の 燃擁焔道 に もガ ス 體 が 流動 す

る・而 して 撚燒廢ガ ス の 排出は兩引式で あ る．

　從來の 爐 は地下室 の み より供給 して ゐ た もの で あ る が ，

最 近 建設 さ る L もの は貧ガ ス の 供給 も裏に ，洞岡第 3
， 第

4 コ P ク ス 爐 で 實施 し た もの と同一の 方法 で
， 地丁室 よ b

蓄熱室へ 數ケ 所 の 支管 を配置 し ， 是が 調節 に よ b蓄熱室の

效辜塘進 をす る途を採 りた る は 注目す る所 で あ る・

　ペ ッ カース 式複式爐 （第 13 圖） ペ
ッ カ ース 式爐は 、 其

の 特長が 炭化室の 片側 に ある數個 の 燃燒焔道 を 1 組と し て

其 の 頂部 で 共通 と な b是を1 本の 焔道 に 集 め ， 炭化室 の 頂

　部 を越 さ し め他 の 側 に あ る 撚焼焔道 に 導 く數組の 焔道 を炭

　 化室 の 兩 側 に 並 列 して あ る ，

　　蓄熱室 は兩 引式て 燃燒蚩 を支 へ る蓄熱室 の 壁 を 箋界 に し　　
゜

　 て
， 爐 の 長 さ の 方向 に甼行 し て 貧ガ ス 豫熱室 と室氣豫熱室

・ とが 分 離 せ られノ ガ ス 體 の 流通 は撚燒量 と蓄熱室 とが 何れ

　 の 燃燒室 も蓄熱室内 で 相共通 す る．

IV 。 大 野式複式 コ ークス 爐の機能

　 八 幡製鐵所洞岡第 5 コ ーク ス 爐 と して
11 爐團 75 本 を

紹和 13 年 10 月操業 開始 し た．爐 の 長 さ は 13
，000mti，

，（有效 12
，
400mm ）高 さ 4

，
000rnm 爐幅 400rnm 爐 の 中心

距 離 1
，．
100mm 石炭裝入量 14’5 ‘で

， そ の 容量 が 歐米近代

コ ーク ス 爐 16t 以上 と稱せ ら る 義 に 劣 るが 如 き感尠る も，

是 は 爐内 に 基因す る 滅 少 で
， 本邦石炭 で 高燼用 コ ーク ス 製

　 も

造 に は 400wi，7n 幅 が 最 適 で あ る事 は ， 既 に 八 幡製鐵所製銑 ・

部長伊能 泰治 氏 の 研 究實證せ られ た る もの で
」
1 爐の 容量

は 尠 い が 爐幅 の 廣狹 に よ る 炭化時間 の 長 短 は ，
1．爐の 生産 ・

能力 に 於 て 歐氷近代爐 に 充 分 匹 敵す る もの で あ る ．

　爐 の 構造 に就て 読明 すれば ，第 14 圖で 示す撚燒焔導妹

ヘ ヤ ピ ン 式で ； 貧 ガ ス に 依 る 加熱 の 場合 は ， 蓄熱室 を爐  
1

長 さ方向に 直角 な 多數 の 隔壁 に 依 て 仕切 b ，各薩劃は交 亙

に貧ガ ス 豫熱室 と室氣豫熱室 とな り，
ヌ．轉換すれば爾 區劃

ほ吸熱室 とな る．こ の 兩蓄熱室 よ り炭化室の 兩側 に あ る 2

組 の 各燃 燒焔道 に蓮絡 して
， 水 牛 焔道 を除 き た る構造で あ

る，蓄熱室は そ の 底部 に水罕共通溝道 を配 し ヂ室氣 及 び貧
・

ガ ス を蓄熱室 に 導 入又廢ガ ス を排 出す る 兩 引式爐 で あ っ

て
， 豫熱蓄熱室と吸熱蓄熱室 と は燃燒室 を支 へ る 強固 な る

壁 で 分 離 し て あ る ．

　 富 ガ ス 加熱 の 場合 は ， 富 ガ ス は爐 の 爾側 に あ る 富 ガ ス 供

給管 に よ り各燃燒焔道 に導 く もの で ， こ の 際豫熱蓄熱室 は

全部 室氣豫熱室 と な る．コ ーク ス 爐は コ ー
ク ス を容易 に 押

出す爲 に，押出側 よ リ コ ー
ク ス 排出側 へ 40〜60　mrn の 幅

の 廣 さ を増 し た もの で ， 從 て 裝 入炭量 は コ ーク ス 排出側 k

從て 多量 に 詰め る 事 と な る・故 に 爐 の ig−一加熱と稱す る は

燼壁 の 各部 が 同
一

温度 で あ る の で は 目 的 を達鷺 られ な い ．

、皀Pち爐幅 の 廣狹 に よ り爐幅の 中心距離 まで の 炭化絡了す る

速度に差が あ る．依て 狹 き部分は炭化 が絡つ て も， 慶き未

’
炭化の 部分 が 殘 る事 に 依 り爐内全體炭化 を待た ね ば な らな

い ．そ の 結果一部は燒け過 ぎ コ ーク ス を生 じ， 不要 の 燃料

を淌費 し炭化時閉 を延長 さ す．

　 etrc爐幅廣き コ ーク ス 排出圓よ り，狹 き押出側 の 傾 Ntc
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纂黎耨
　 　 　 　 ス

第 S3 飼 　複 式 ペ
ッ カ r 式 爐

　　　　　　 第 15 醫 　複 式 大 野 式 ：捲読 明 醤

順 應 し て 爐壁加熱温度 に 差 を付 け るが 如き加熱 をなす を

得 又 蓄熱室の 機能 もこ れ に 伴 ふ 働 き を ltす もの な れ ぽ
，
　 tt

炭 化時間 を短縮 し ， 加熱上 及 び熱效率上 良好な る結果 を燭

らす事 と な る ．1 の 目的 を達成す る に 本考案は有效な る構

造 で 毒る・郎 ち 第 15 圖に 示 す如 く給排す る ガ ス 體は，

一

定 の 撚燒焔道 に 限 られた る
一

定 の 蓄熱室 と連絡 して 操作 を

可能 な ら し む る如 く，櫨 の 長 さの 方 向に 直角な る數個 の 仕

切壁 を設 け て 仕切 と な し，加熱用 ガ ス 及 び 室氣と

燃燒廢 ガ ス が 茨化窒 爾側の 4個 の 燃燒焔道毎 に 蓄

熱室 を別 々 に し て 上 下 に 均
一

に 流動す る 如 く區劃

し ， 蓄熱窒は至部 の 燃燒焔道 と は相共通 に な る事

な く， 炭化室 の 兩側 に あ る 全燃燒焔道中の 定 まり

た る焔道 は ， 必す この 焔道 に 漣絡す る豫熱及 び 吸

熱の 蓄熱區分 の み と一貫 し
， 各區分毎に 加減する

事が出來他の 燃燒焔道 に 影響を及 ぼ さ す して ，ヘ

ヤ ピ ン 燃燒焔道 を最 も有效 に働か す事が 出來て
，

炭化室 の 各部 の 爐幅 の 廣狹 に應 じて 適當 な るガ ス

及 び 室氣の 調節を な す に 容易で あ る，

　徇蓄熱室下 の 地 下 i耋に て 爐 に 供給す る貧ガ ス 及

び 室氣 の 調飾 が 可能 で あ る か ら， 各蓄熱室内 に 均

一分 布 の 役 目を有效 に 助 け る もの で あ る．

　本 爐 は壓 力 損失 の 僅 少 を計 る 上 に 障害 とな る
一

原因 と考 へ ら る 曳蓄熱室 と燃燒室．との 間 に 介在 す

る 水 亭焔道 を除 き た る もの に し て ，水黍焔道 を設

け る は爐 の 中心 距 離 が制限せ られ て ゐ る 關係 上 そ 、

の 斷面積 を餘 り廣大 に な し 難 き 所 で あ る に 關 ら

す ， 該部 を通邇 す る ガ ス 體 は高 温 度で あ っ て
， 例

へ ば 1
，
000 ° C とすれ ぱ 氣體 は 4邑67 倍 に 膨脹 し

て ゐ る．か くの 如 く容積の 嶮大 した る 氣體 を狹 き

水罕焔道を邇過 せ しむ る 爲め に ， 相當 の 慙抗 が考

へ ら る S ．こ の 抵抗 は非常 に 壓力損失を増加す る

が 故 に ， 爐作業 上 に は負墨 を増 さ ねばな らない 結

果 とな b ， 負壓 の 檜大 は各垂直焔道 に 均
一

加熱を

なす事 は甚 だ 困難 で
， 垂直焔道中最 も抵 抗 の 尠な

き 方 に 流通 し近道通過 をな し ， 前述 の 如き コ ー
ク

ス 爐 の 加熱上不均衡 の
一
大原因 と な る，故 に本爐

は 何れ の 爐式にて も必然的 に 設 けねば な らな い 蓄

熱室 の 底部 に あ る水 亭 共逋溝道 の み で 氣體 を給排

させ 同溝道嫁蓄熱室を通過 の 前後 の 氣體 を通す爲

め に ，氣體 の 濫度は低 く且 容易に廣大 な る斷面積

と な し得 る ．第 15 圏に 記 入 せ る 數字は本爐 の 通

風 の 厭態を示す もの で ， 各部 の 負壓及 び 給氣 口 と排氣 口 と

の 壓力差 の 憊少 な る を窺知出來 る．　　　　　　　
卩

　こ の 通 風歌況 を得 る事 は 更 に 次 の 利點 を擧げ得 る．即ち

近代 コ ー
ク ス 爐 で 爐壁 の 面積 は 1爐當 ）e 約 96m2で

， 爐 の

燃燒室 が 負趣 で あ る 場合 は爐壁 の 孔隙 ， 目地 及 び龜裂等 よ

り炭化室 の ガ ス が 燃燒室 岱 逸 出叉 は漏洩を來すが故 に ， 燃

嶢室は常に 壓迫 の 歌態 で 作業 を な し， 炭化室 よ．り の 漏出
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声

を防止 レ 且そ の 負壓 の 僅 少 な る は， ガ ス の 燃燒朕態が既述

の 如 き炭牝室 を加熱す る效果 を齎 らす操業をな す上 eCs 各

垂直焔道中局部的通過す る傾向あ る もの が 認め られす ，
そ

の 調節を容易 に な し得 る もの で あ る ．叉 更 に 給氣側 と廢熱
　　　　　　　　　　　　　 t

排出側 との 壓力差も僅少 k る 如 く蠡 路 の 抵抗 が 減 ぜ ら る X

事は ， 兩側 の 壓 力 差尠 な き に よ 卑相隣接す る給氣側 よ り廢

熱側 へ 氣體 の 直接漏洩 に よ D，爐 の 機能 を阻害ず る 如き悪

果 を防 ぐ事 と な る．

　蓄熱室 を炭化室の 長 さ の 方向 と直 角 に 仕 切 る 隔壁 は，

120　mm で 蓄熱室 に 給氣の 働 きをなす場合 ， 貧ガ ス と室氣

とな相隣接す る も相互 間 の 漏洩 に 就て は ， 兩者 は何れ も給

氣 の 献 態 で あ っ て 兩 者間 は 殆 ど壓 力の 差 が 認 め られす ， 從

て か くの 如き現象 は 起 らな い ．然 も該 隔壁 は そ の 長 さ 短か

く彊 固1・な る蓄熱室 の 壁 に 蕨 入 して あ り， 箍陸 の 壁を強固に

な す と 共 に 全爐體 を総體的 に 堅 牢 に な す もの で あ る．

　以 上 は本爐式の 特長 と思ふ 機 能 に 就て姉
べ たが ，徇 今後

に その 加熱上 叉 は熱效率 上 に 幾多 の 改良發達を要す 葛點 が

あ る と考 へ らる S 本爐 の 出現 が將來本邦 コ ー
ク ス 製造廬の

進歩 の
一

段階 と なれば幸で あ る．

〜 ．
．．AC

．
L

’−iir“k
　 　 1
．ノ

t

匁 、

　鋳物の 影響 先づ 手 始に 多 数 の 金 型 に 就 て 甚 だ 區々 に 亙 る 成分 と

そ の 命數 を調 べ 最 も良 好 と思 は れ る威分 を知 り 暫定 的成分 を 決定 し

た ．之 に 依 つ て 製造 さ れ た （75％ ヘマ タ イ ト銑，20％ 登 型 屠 75

％ 鋼 屑
一何 れ も出所戌分一定 の も の を用 ふ ） 約 550 個 の 金 型 を製

鋼 工場に 逡 り自然 的 に發 失 と な つ た 506 個 vcSXて 前記 の 如 く追試 し

た ，先 づ命數 と燃 え 又 は破 れ に よ る 腰失 に 就 て 頻 慶 曲 線 を 描 い た

所，曲線 の 頂 點 は 燃 え に 就 て は 命數 90 囘，破 れ に 就 て は 90、110

囘 で の 所 に あ つ た ．即ち燃 え に ょ る も の が 破 れ よ り も命 敷 の 少 い こ

とを示 す璽　彡こに 成 分 　（3
’4〜4’07V ，030 〜rO σa．2

’
6−−3L5G （ろ　1

’
3〜

2’2　Si，0
°
20−−O’80　M ，i，　 P 及 び 8 は 多 くは 0

’1 ％ 以 内 の 範 圃）に 就

て は Ta
’
と ＆ は 櫓 加 に 從 つ て 燃 fiの 峯 墫 加 し，燃 え及 び 破 れ を含

め た 年 均命數 は 低 下す る ．Mn は 」曾加 に 從 つ て 燃 え の 孳低 下 し命數

は 0層5〜α6 ％ の 所 が 高 い．00 と
1
σσ と の 分 配 は 金 型 鑄 造 の 際 に

作 つ た試 材 の 分 析 に よ つ て 求 め た が こ れ は金 型 の 組 織 が パ ーラ イ ト

組 織 を 主 とす るか 黒 鉛組 織 を主 とす る か を 示 す もの で あ る ，OC 量

と燃 え の 闇係 は 明 瞭 な こ と は判 らぬ が CO の igカfiと 共 に 破 れ は非 常

に 少 くな り命數 も 大 い に槍 す．次 に θσ の 高い も の は 燃 え よ り も

幾分 か 破 れ が多 い が 命 數 は 大 い に 下 る ．こ 才し等 の 結 果 は 試驗 した金

型 の ・一部分 は fyC が 多 過 ぎ た 事 を意 味 す る ，　 TC’　lkび 撹 少 く cc

が 多 け れ ば 命數 を改善 す る ．こ 起 等 の 3 は （sc“量 を減 少せ し め る

も の で あ る ．更 に （確 量 の 低 い もの は命數 が大 で あ る．

　 こ れ 等 の 發 見 さ れ た 關係 ぱ そ の 後 も時 々 同樣の 金 型 で 行 つ た 追試

で 常 に 程 度 に 差 こ そ あ れ 明瞭 に 保 證 さ れ た が ，然 し 決 して 一一rw的 洗

則 と して 銘 打つ も の で は な い ．一元 素 に 就 て 發見 きオした法則 は そ れ

が 確立 さ れ た 條件 に 封 し て の み 適用 さ オV る も の で あ る ．即ち 例 へば

他 の 元 紊 量 が 前 記ゐ範 園 丙 で Pttkす る の み の 揚 合 か，後 逋 す る如 く ，
そ の 鑄 鐵 自體 に の み適 用 さ れ 得 る．各 種分析成分 の 金型 ρ 命數 に 對

す る影 響 に 就 て の 丈 獻 上 の 異論 は正 確 に 一部分 は吹 の 點 に 於て 反 駁 ・

され る ・斷ち各 金 型 は そ の 取 敏 の 如 何が 大 い に 命數 を支 配 す る も の

で あ る か ら そ の 偶然 性 を淌去 る に足 る丈 け の 金 型 數 が あ つ た か否

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　啄

　　　　　　　鋼塊用金型の 命數の 問題に就て
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か．然 し乍 らこ の 異 論 は亦 そ の 成分 並
1
に 製造 の 條 件 例 へ ば 普遖 全 く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 省 み られ な い 金型 自體 の 鑄 造 溢度 の 中に 探 索す る こ とが 出來 る ．然

　　　　　　　　　　　　　　　　　し乍 ら組 成 の 作用 は 他 の も の 義 影響 と 1司樣の 力 を 有 す る 赦 に ，こ れ

　　　　　　　　　　　　　　　　 等 の こ とは 注 目 に 價 す る ．又 163 個 の 金 型 の 命 數 ど
・TC と

1
段 ．暈

　　　　　　　　　　　　　　　　一・の 關係 を立 體圖 に 描 ひ た 所 が 最 も善 い 點
」
は 3

’
50 心 31的 『脅 1’581

’
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　あ つ だが ，他 の 善 い 點 は 3’40− 3’50　TCtで は 戲 の こ れ よ り も 高 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 所 に あ り．又 3’60−−3’70　Te に 於 て は 8i の 低 い 所 に あ る ．荷米 國

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　に 於 て 發 見 した 標準成 分 が 3
’
60 、TC，　 r5Q 〜r75 ぶ で あ る こ とは 驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　 くべ き 暗合 と

．
云 は ね ば な ら な い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 次 に 最 良 の 成 分 は 銑鐵 の 品 種 に 依 つ て 異 る と と を示 す 次 の 試驗 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　行 つ た 、出來 る丈 け 同
．作 業 趺況 と成 品 成 分 （其 の 差 は極 く僅 か で

　　　　　　　　　　　　　　　　　あ る ） に な る や う に し て A ，B 及 び C な る 3 種 の 銑鐓 に 各 5％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 屑鋼 を加 へて ユ80 個餘 の 金 型 を 鑄造 し た ．試材 の 組 織 に 就 て 黒鉛

　　　　　　　　　　　　　　　　　生 成 は 召種共 略同 じで あ る が Cσ の 量 に は 大 な る 嵳異 が あ り A 最

　　　　　　　　　　　　　　　　　 も 低 く B
，
C は 高 く多 くパ ーラ イ ト組 纈 を示 した．そ の 金 型 の 4 均
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　 C108’0 で あ っ て A は破 れ が 多 く，黒 鉛

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 多量 の 爲強度が 充 分 で な い と考へられ る ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　各 の 合金 元素 を金型 の 要求 に 應 じて 正 確 に 調整 す ぺ き事 の 必 要 tc

　　　　　　　　　　　　　　　　　就 て は 次 の 實 驗 が 之 を 示 す，他 工 揚 に 於 て 熔鑛爐
1
よ り出 た木 淡 銑 を

　　　　　　　　　　　　　　　　　用 ひ 直 接 に 鑄造 した 】2 個 の 金 型 を製鋼 工 揚 に 於 て 試 驗 した結 果 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 普通 の 金 型 の 91％ の 命數 を 示 し た に 過 ぎず 殆 ど全 部 破 れ に 依 つ で

　　　　　　　　　　　　　　　　　廢棄 し た ．推測 に よ る と a 約 3’1 競 約 1’S で 低 きに 過 ぎ る ．他

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 方 自工 場 に 於 て 前 迹 の 木炭 銑 を 用 ひ キユボ ラで 吹 い て 鑄 造 した 2D

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 個 の 金 型 は 117 ％ の 命 數 を示 した ，後 の 金 型 の 平 均 成分 は 3’8 （
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 炭 銑 は情 況 を顧 慮 して 用 ひ る と よ い ．金 型 鑄 造 に 就 て は 常 に 同
一

原

　　　　　　　　　　　　　　　　　 料 を 應 用 す る こ とが 目 的 に 叶妄．僚料 に 次 い で は成 分 の 改善 で ，侮

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 成 分 は 金 型 に 戡 て の 要 求及 び 其 の 大 き さ に 依 つ て も異 る ら し い ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （503 頁へつ 1“く）
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